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こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
近
世
、
松
江
藩
政
の
腐
敗
を
発
い
た
怪
文
書
で
あ
る
。
島
根
県
某
家
の
旧
蔵
か
ら
、
は
な
は
だ
し
く
虫
損
を

蒙
っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
題
し
て
「
夢
中
地
獄
」
と
い
う
。
写
本
、
全
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二
六
二
ニ
セ
ン
チ
、
横
一
八
二
一
セ
ン

チ
。
料
紙
は
楮
紙
を
用
い
、
全
二
二
丁
、
内
、
遊
紙
、
末
に
四
丁
。
表
紙
も
本
文
料
紙
と
同
質
の
紙
を
用
い
、
紙
経
で
綴
じ
る
。
表
紙
中

央
に
「
夢
中
地
獄
」
と
直
題
し
、
見
返
し
に
「
享
保
八
年
雲
州
松
江
諸
士
以
下
三
斗
表
之
落
書
」
と
内
題
す
る
。
各
半
丁
一
四
行
と
、
行

数
は
一
定
し
て
い
る
が
、
字
の
大
小
定
ま
ら
ず
、
か
つ
、
は
な
は
だ
乱
筆
で
あ
る
。
見
返
し
、
内
題
右
横
に
、
「
此
主
佐
丸
」
と
あ
る
が
、

こ
の
人
物
に
っ
い
て
は
知
り
得
な
い
。
な
お
、
本
書
に
は
、
享
保
か
ら
天
明
に
か
け
て
の
当
家
の
主
（
天
明
四
年
没
、
六
十
八
歳
）
の

印
、
お
よ
び
「
某
家
之
印
」
の
二
種
の
蔵
書
印
を
押
す
。

　
本
書
に
登
場
す
る
人
物
の
中
、
荒
井
平
蔵
国
賊
と
戯
称
さ
れ
て
い
る
一
人
を
除
い
て
は
、
寡
聞
に
し
て
、
史
上
に
実
在
の
モ
デ
ル
を
見

出
し
得
な
い
。
け
だ
し
、
小
身
の
成
上
者
で
あ
り
、
狂
る
い
は
、
偽
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
彼
ら
の
な
し
た
一
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下
房
俊
　
一

々
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
史
実
に
照
ら
し
て
確
認
し
て
い
る
余
裕
が
な
い
。

概
略
を
示
す
に
留
め
、
諸
賢
の
御
教
示
を
待
つ
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
解
題
を
記
す
に
及
ば
ず
、

た
だ
、

八
二

当
時
の
藩
政
の

　
前
述
の
ご
と
く
、
本
書
内
題
に
は
、
「
享
保
八
年
」
云
々
と
あ
る
。
し
か
し
、
「
三
斗
俵
」
と
称
さ
れ
る
禄
制
改
革
が
断
行
さ
れ
た
の

は
、
実
は
、
六
代
藩
主
松
平
宗
術
の
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
の
こ
と
で
、
享
保
八
年
（
一
七
二
五
）
に
遅
れ
る
こ
と
、
約
三
十
年
に

な
る
。
単
な
る
誤
写
で
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
舞
台
を
前
代
宣
維
の
世
に
詫
し
て
、
偽
装
を
図
っ
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
近
世
中
期
以
降
の
松
江
藩
は
、
他
藩
の
例
に
洩
れ
ず
、
財
政
逼
迫
の
極
に
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
前
後
両
度
に
渡
っ
て
改
革
が
施

さ
れ
、
第
一
次
の
そ
れ
が
、
こ
こ
に
話
題
に
な
る
、
宗
術
の
時
、
小
田
切
尚
足
に
よ
る
延
享
一
寛
延
の
改
革
で
あ
る
。
端
的
に
言
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抽
た
て
は

こ
の
改
革
は
失
敗
し
、
小
田
切
は
失
脚
、
朝
日
丹
波
の
、
い
わ
ゆ
る
御
立
派
の
改
革
へ
と
引
継
が
れ
て
、
宗
術
も
責
を
負
う
て
隠
退
す

る
。
藩
政
が
窮
乏
を
来
た
し
た
直
接
の
原
因
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の
鰻
害
に
よ
る
大
凶
作
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
十
月

の
、
津
波
に
よ
る
雲
州
沿
海
地
方
の
被
害
、
ま
た
翌
二
年
（
一
七
三
七
）
の
江
戸
藩
邸
の
火
災
、
同
四
年
（
一
七
三
九
）
七
月
の
、
雲
州

一
帯
の
大
風
雨
、
洪
水
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
八
月
の
、
城
下
に
ま
で
及
ぷ
大
水
害
等
々
に
求
め
得
る
。
『
夢
中
地
獄
』
に
、
「
丑
の

年
の
洪
水
」
　
（
3
ウ
）
と
あ
る
の
は
、
こ
の
延
享
度
の
水
難
を
言
う
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
こ
の
年
、
宗
術
は
弱
冠
十
七
歳
を
も
っ
て
入

国
し
て
い
る
。
財
政
再
建
の
意
に
燃
え
る
青
年
藩
主
は
、
藩
政
の
刷
新
を
図
っ
て
、
た
だ
ち
に
当
職
（
家
老
中
で
時
の
政
務
に
当
る
者
）

の
更
迭
を
断
行
し
、
こ
の
年
か
ら
向
う
五
年
問
、
諸
臣
の
禄
を
半
減
す
る
挙
に
出
た
。
次
い
で
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
、
宗
術
は
小
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
じ
き
さ
ば
き

切
尚
足
た
だ
一
人
を
残
し
て
、
こ
れ
を
補
佐
と
し
、
他
の
当
職
を
免
じ
て
、
自
ら
政
務
に
乗
出
し
た
。
御
直
捌
と
呼
ば
れ
た
こ
の
体
制

は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
小
田
切
失
脚
ま
で
、
六
年
問
続
く
。
こ
の
小
田
切
と
い
う
者
は
、
理
財
の
才
に
よ
っ
て
宗
術
の
信
任
を

得
て
、
国
政
に
参
与
せ
し
め
ら
れ
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
、
当
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
家
老
の
家
柄
の
者
で
は



な
い
。
し
か
し
、
藩
政
刷
新
の
気
運
の
も
と
、
小
田
切
は
傘
下
に
、
同
じ
く
理
財
の
道
に
長
じ
た
小
身
者
を
集
め
、
新
政
策
を
次
々
と
実

行
に
移
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
の
財
政
改
革
が
こ
れ
で
あ
る
。
「
下
れ
つ
卑
賎
の
な
り
上
り
」
（
2
オ
）
が
、
「
先
君
の
定
め
お
か
せ

給
ひ
ぬ
る
古
法
を
破
り
、
新
法
を
立
」
（
2
ウ
）
て
、
「
下
れ
つ
不
道
の
悪
人
を
取
立
、
御
仕
置
の
相
手
に
し
て
、
不
代
武
士
の
上
座
を

さ
」
せ
、
「
相
伝
の
侍
は
有
か
無
か
」
（
4
オ
）
の
有
様
で
あ
っ
た
な
ど
と
、
評
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
術
の
勇
断

と
小
田
切
の
才
覚
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
こ
の
改
革
は
、
大
略
は
失
敗
に
終
っ
た
。
二
三
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ま
ず
、
泉
府
方
の
新
設
が
あ

る
。
こ
れ
は
小
田
切
が
、
家
臣
村
上
源
蔵
の
建
議
に
よ
っ
て
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
頃
に
始
め
た
役
所
で
、
領
内
富
豪
か
ら
資
金
を

募
り
、
こ
れ
を
元
手
に
一
般
士
民
に
貸
付
け
、
利
潤
の
半
分
を
藩
政
に
当
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
わ
ず
か
数
年
を

経
ず
し
て
、
貸
付
金
の
返
済
が
滞
り
勝
ち
と
な
り
、
こ
の
政
策
は
破
綻
し
て
、
小
田
切
を
失
脚
へ
と
導
く
最
大
の
要
因
と
な
る
。
そ
の
裏

に
は
、
「
利
安
取
出
し
、
高
利
に
か
」
す
の
み
な
ら
ず
、
貧
者
に
は
「
鬼
の
顔
」
す
る
役
人
も
、
賄
賂
一
つ
で
「
早
遠
き
㌧
目
み
へ
て
来
」

（
6
ウ
～
7
オ
）
る
と
い
う
実
態
も
、
事
実
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
小
田
切
は
宗
術
の
意
向
を
受
け
て
、
義
田
方
と
称
す
る
役

所
を
新
設
し
て
、
義
田
の
法
の
実
施
に
当
っ
た
。
こ
れ
は
、
農
民
に
多
額
の
米
銭
を
収
め
さ
せ
、
そ
の
代
償
と
し
て
、
一
定
期
間
、
あ
る

い
は
、
永
久
に
田
祖
を
免
じ
る
制
度
で
あ
る
。
義
田
の
法
は
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
始
め
て
実
施
さ
れ
た
後
、
宝
暦
十
三
年
（
一

七
六
三
）
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
施
策
が
、
藩
の
財
政
事
情
を
ま
す
ま
す
窮
追
せ
し
め
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
外
、
新
田
開
発
捉
進
の
た
め
の
新
田
方
、
殖
産
を
図
っ
た
木
実
方
等
々
、
小
田
切
の
工
夫
に
な
る
新
事
業

は
数
多
い
。
そ
の
中
に
は
、
木
実
方
の
よ
う
に
、
か
な
り
の
成
功
を
収
め
た
も
の
も
確
か
に
あ
っ
た
が
、
「
役
所
か
ま
せ
は
役
人
ま
し
、

役
米
、
加
米
、
扶
持
口
に
大
分
の
費
有
」
（
4
ウ
）
と
い
う
弊
は
、
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
諸
改
革
の
中
で
も
、
取
分
け
悪
評
の
高
か
っ
た
の
が
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
の
、
「
三
斗
俵
」
と
呼
ば
れ
た
禄
制
改
革
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
従
来
の
、
四
斗
で
一
俵
、
百
十
二
俵
半
を
百
石
と
し
た
制
を
改
め
、
新
た
に
三
斗
入
百
俵
を
も
っ
て
百
石
と
定
め
た
も
の
で
あ
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八
四

る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ま
で
に
も
、
し
ば
し
ば
減
禄
の
処
置
は
講
じ
ら
れ
て
来
た
し
、
前
述
の
ご
と
く
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
以
来
、

こ
の
前
々
年
ま
で
は
、
半
知
で
さ
え
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宗
術
は
、
年
々
の
豊
凶
に
よ
っ
て
引
方
が
変
る
よ
う
で
は
、
「
年
々
御
擬
作
不

同
有
之
、
銘
々
心
当
二
不
相
成
、
其
上
、
一
統
二
御
勝
手
之
様
子
ハ
不
奉
存
侯
付
、
一
度
ハ
丸
知
ヲ
モ
致
頂
戴
侯
様
二
可
相
成
哉
ト
計
、

ソ
レ
ヲ
目
当
二
仕
侯
付
、
人
々
覚
悟
据
リ
兼
、
些
宜
布
御
擬
作
之
節
モ
可
有
之
侯
へ
共
、
又
却
而
、
不
存
寄
高
大
之
御
引
方
二
逢
侯
年
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

有
之
侯
而
、
俄
二
令
当
惑
、
下
地
困
窮
之
上
之
困
窮
ト
相
見
侯
」
（
寛
延
四
年
九
月
五
日
布
達
）
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
『
夢
中
地
獄
」

は
こ
れ
を
、
「
た
と
へ
は
、
上
御
不
如
意
な
ら
は
、
百
石
に
何
程
の
引
と
定
む
か
、
扱
は
半
知
に
な
り
と
し
も
せ
す
し
て
、
前
代
未
聞
の

引
方
に
て
」
「
四
斗
を
三
斗
に
へ
ら
す
事
、
国
す
い
ひ
を
願
ふ
に
似
た
り
」
（
2
ウ
）
と
批
判
し
て
い
る
。

　
し
か
し
て
、
こ
の
新
制
は
、
小
田
切
の
臣
荒
井
助
市
、
す
な
わ
ち
、
『
夢
中
地
獄
」
言
う
と
こ
ろ
の
荒
井
平
蔵
国
賊
の
建
議
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
で
、
世
は
俗
に
「
荒
井
三
斗
俵
」
と
称
し
た
と
い
う
（
桃
好
裕
「
出
雲
私
史
』
）
。
『
夢
中
地
獄
」
が
、
荒
井
を
主
人
公
と
し
、
「
三
斗
表

之
落
書
」
と
し
な
が
ら
も
、
ひ
と
り
そ
の
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
藩
政
の
腐
敗
全
般
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
の
失
政
の
代

名
詞
と
し
て
、
こ
の
「
三
斗
俵
」
と
い
う
こ
と
は
言
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
荒
井
の
家
系
を
洗
え
ば
、
元
は
高
祖
父
鷲
見
理
右
衛
門
の
時
、
わ
ず
か
十
二
俵
二
人
扶
持
で
、
初
代
藩
主
直
政
に
召
出
さ
れ
た

に
過
ぎ
ず
、
理
右
衛
門
は
、
そ
の
後
よ
う
や
く
、
十
三
石
三
人
扶
持
に
ま
で
は
至
っ
て
い
る
。
助
市
が
、
時
あ
た
か
も
寛
延
四
年
（
一
七

五
一
）
、
父
の
跡
を
継
い
だ
時
が
、
や
は
り
十
三
石
三
人
持
扶
で
あ
る
。
以
降
荒
井
は
、
す
な
わ
ち
「
三
斗
俵
」
以
降
の
こ
と
と
は
な
る

が
、
京
大
坂
勘
定
改
方
・
雑
用
方
一
勝
手
方
一
大
坂
元
〆
役
、
京
都
元
〆
役
一
登
米
方
、
勝
手
方
向
改
等
々
、
財
政
関
係
の
諸
役
を
歴
任

し
、
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
、
「
御
勝
手
向
打
込
リ
出
精
相
勤
付
而
、
為
御
褒
美
、
銀
三
枚
」
を
頂
戴
し
た
。
そ
の
後
も
、
御
徒
目
附

本
格
を
仰
付
け
ら
れ
、
二
十
石
四
斗
七
升
に
加
増
さ
れ
、
さ
ら
に
、
勝
手
方
、
札
座
押
合
役
、
勘
定
奉
行
と
な
っ
た
。
明
和
三
年
（
一
七

六
六
）
、
一
旦
失
脚
し
て
隠
居
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
や
が
て
再
勤
を
詐
さ
れ
、
倹
約
奉
行
と
な
り
、
以
降
は
七
代
治
郷
の
世
に
入
り
、



な
お
勘
定
奉
行
・
勝
手
方
調
方
等
と
し
て
活
躍
、
こ
の
間
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
は
、
「
御
立
派
以
来
、
打
込
リ
出
精
相
勤
付
而
、

為
御
褒
美
、
御
上
下
一
具
」
下
さ
れ
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
は
、
「
御
立
派
被
成
得
意
仕
、
出
精
相
勤
、
就
中
、
御
勝
手
方
之
儀
、

尽
粉
骨
取
扱
、
御
立
派
之
筋
二
相
叶
付
而
、
新
知
百
名
」
賜
り
、
さ
ら
に
安
永
一
一
一
年
（
一
七
七
三
）
に
は
、
加
増
三
十
石
を
得
て
い
る
。

治
郷
の
信
任
極
め
て
篤
く
、
安
永
四
年
（
一
七
五
五
）
閨
十
二
月
十
七
日
、
「
同
日
以
来
、
御
用
所
え
も
相
談
、
御
勝
手
方
御
用
向
受
口
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

用
人
示
合
、
御
仕
置
所
添
役
所
え
も
相
招
、
直
談
可
有
之
旨
、
被
仰
渡
」
（
以
上
、
『
列
士
録
」
）
た
と
言
う
。

　
荒
井
も
ま
た
、
こ
う
し
て
理
財
の
手
腕
を
も
っ
て
成
上
っ
た
小
身
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
当
然
、
そ
れ
に
は
「
て
れ
ん
、
手
く
た
の
追

従
症
薄
一
一
・
オ
一
も
要
し
た
こ
と
で
奪
つ
。
「
大
切
至
極
な
る
国
の
仕
置
を
受
合
て
、
政
道
は
よ
そ
に
な
し
、
我
く
か
楽
に
ほ
こ
一

（
2
オ
）
る
と
い
う
腐
敗
も
発
生
す
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
荒
井
一
人
で
は
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
実
態
を
伝
え
る
史
料
は
誠
に
乏
し

い
・
わ
ず
か
に
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
、
復
職
を
命
じ
ら
れ
て
江
戸
に
趣
い
た
小
田
切
に
宛
て
て
、
藩
濡
宇
佐
美
恵
助
が
、
「
今
ま
で

執
政
の
御
方
、
上
の
御
機
嫌
に
入
ら
ね
ば
事
不
行
と
て
、
是
非
に
か
ま
は
ず
、
上
の
御
意
に
従
ふ
こ
と
の
み
を
す
る
、
実
に
、
事
の
行
は

る
＼
は
・
御
意
に
入
ね
ば
な
ら
ぬ
、
然
ど
も
、
そ
の
事
一
っ
も
功
な
し
、
御
為
に
な
る
こ
と
一
っ
も
な
し
、
何
の
役
に
不
立
こ
と
な
り
」
、

ま
た
・
「
今
の
政
治
、
下
に
は
恩
沢
い
さ
さ
か
も
な
く
、
困
窮
至
極
に
及
と
い
へ
り
、
上
に
は
国
用
乏
し
け
れ
ば
、
此
上
に
も
下
を
取
掠

め
・
難
儀
さ
す
る
よ
り
外
は
な
し
、
こ
れ
を
は
た
ら
く
は
聚
敏
の
臣
な
り
、
聚
敏
の
臣
あ
ら
ん
よ
り
、
寧
ろ
盗
臣
あ
れ
と
い
へ
り
」
と
書

き
送
っ
た
上
蔀
の
一
節
に
・
窮
い
知
る
ば
か
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
夢
中
地
獄
」
は
、
稚
拙
な
文
章
の
中
に
も
、
悪
徳
役
人
を
次
々

と
地
獄
へ
放
り
込
む
と
い
う
、
大
胆
な
構
想
を
盛
っ
て
、
迫
力
は
こ
れ
に
数
倍
す
る
。
た
だ
、
宇
佐
美
の
上
書
以
上
に
、
宗
術
、
小
田
切

の
漸
新
な
諸
政
策
の
是
非
を
糺
す
よ
り
も
、
も
っ
ぱ
ら
、
小
役
人
の
政
治
姿
勢
、
な
い
し
は
身
の
不
徳
に
、
批
判
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

は
、
省
み
て
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
は
小
田
切
の
名
を
出
さ
ず
、
ま
し
て
、
宗
術
に
対
す
る
批
判
は
微
塵
も
な
く
、
か
え
っ
て
、

「
何
程
恵
の
御
意
あ
り
と
も
、
其
通
り
に
は
触
か
た
き
と
、
違
て
さ
し
留
不
申
」
（
2
i
ウ
～
3
オ
）
、
「
も
つ
た
い
な
く
も
、
御
意
と
号
し

　
夢
中
地
獄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



　
　
下
房
俊
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八
六

て
触
を
な
」
（
2
オ
）
す
な
ど
と
、
小
役
人
と
の
間
に
、
明
ら
か
に
一
線
を
劃
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
成
上
り
者
に
対
す
る
、

譜
代
武
士
の
側
か
ら
す
る
反
動
が
、
色
濃
く
影
を
落
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
一
方
、
こ
の
よ
う
な
個
々
の
悪
徳
に
目
を
奪
わ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
極
め
て
具
体
的
、
直
裁
に
事
実
を
暴
露
し
、

「
上
の
覚
の
よ
き
」
（
7
オ
）
役
人
ど
も
を
手
玉
に
取
っ
て
、
醐
笑
の
的
と
し
た
自
由
な
精
神
は
、
な
お
大
い
に
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
「
蝶
の
紋
っ
く
大
男
の
、
耳
に
さ
㌧
や
き
う
な
っ
き
あ
ふ
姿
」
（
ー
オ
～
ー
ウ
）
は
、
こ
の
目
に
し
か
と
見
た
の
で
あ
る
。

上
方
へ
金
策
に
趣
い
た
は
ず
の
男
が
、
「
毎
日
毎
夜
の
遊
興
に
」
（
8
オ
）
ふ
け
っ
て
い
た
こ
と
も
、
決
し
て
見
逃
が
し
は
し
な
い
。
も
は

や
、
事
実
よ
り
も
重
い
も
の
は
な
い
。
事
実
に
即
し
て
世
を
識
し
、
人
を
斬
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
こ
そ
落
書
一
落
首
の
神
髄
で
あ
る
。
本

『
夢
中
地
獄
」
は
、
「
犬
山
淑
」
（
3
オ
）
と
い
う
傑
作
を
始
め
、
寮
の
河
原
で
幼
児
ら
が
難
立
て
た
あ
の
「
は
や
り
寄
」
（
6
オ
）
な
ど
、

数
々
の
落
書
一
落
首
の
類
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
風
土
の
中
に
お
い
て
始
め
て
、
こ
の
「
夢
中
地

獄
」
自
体
も
生
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
荒
井
が
賜
っ
た
「
八
木
三
斗
兵
衛
」
（
9
ウ
）
と
い
う
有
難
く
な
い
名
前
も
、
案
外
、

出
所
は
そ
ん
な
あ
た
り
か
も
知
れ
な
い
。

　
兼
而
、

之
分
ハ
、

勝
手
向
之
儀
二
付
、
沙
汰
分
不
宜
候
者
共
モ
有
之
候
へ
共
、

御
吟
味
可
被
仰
付
侯
間
、
兼
テ
可
被
存
其
旨
侯
、

只
今
迄
之
儀
ハ
、

御
糺
不
被
遊
侯
、
此
後
、
撰
之
風
説
等
有

　
　
（
寛
延
四
年
九
月
五
目
布
達
）

①
禄
制
改
革
に
当
り
、
宗
術
の
意
を
受
け
て
、
小
田
切
の
発
し
た
布
達
。
『
松
江
市
誌
』
に
よ
る
。

②
『
出
雲
文
庫
』
所
収
。

③
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
雲
州
松
平
家
文
書
』
所
収
。



④
『
松
江
市
誌
』
に
よ
る
。

　
　
　
　
凡
　
　
例

一
、
漢
字
、
仮
名
の
区
別
、
濁
点
の
有
無
、
仮
名
遣
い
、
踊
字
に
っ
い
て
は
、
す
べ
て
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

一
、
た
だ
し
、
漢
字
の
字
体
は
、
現
代
通
用
の
も
の
と
し
、
異
体
字
等
も
こ
れ
に
統
一
し
た
。

一
、
ま
た
、
稀
に
混
る
片
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
平
仮
名
に
統
一
し
、
「
こ
と
」
「
よ
り
」
等
の
合
字
と
な
っ
た
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
こ

　
　
と
」
　
「
よ
り
」
等
と
し
た
。

一
、
明
ら
か
に
誤
字
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
は
、
（
マ
マ
）
と
注
記
し
、
虫
損
あ
る
い
は
乱
筆
の
た
め
、
判
読
不
能
の
箇
所
は
、
一
　
一
と

　
　
し
て
残
し
た
。

一
、
適
宜
、
段
落
を
用
い
、
句
読
点
を
施
し
た
。

一
、
各
半
丁
の
終
り
ご
と
に
、
（
ー
オ
）
、
（
ー
ウ
）
等
の
略
号
で
、
そ
れ
を
示
し
た
。

　
　
　
　
翻
　
　
刻

　
　
夢
中
地
獄
（
外
題
）

　
　
享
保
八
年
雲
州
松
江
諸
士
以
下
三
斗
表
之
落
書
（
内
題
）

　
一
家
仁
あ
れ
は
、
一
国
仁
を
お
こ
し
、
一
人
貧
戻
な
れ
は
、
一
国
乱
立
。
冬
の
風
、
荒
井
平
蔵
国
賊
は
、
御
為
に
ま
し
る
身
の
為
の
、

工
夫
に
気
も
や
つ
か
れ
け
ん
、
算
盤
枕
引
よ
せ
て
、
宰
予
か
跡
を
大
い
ひ
き
、
し
は
し
と
む
す
ふ
夢
の
内
、
お
そ
ろ
し
や
、
黒
白
の
二

　
夢
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八
七
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（
マ
マ
）

鬼
、
庭
前
に
立
あ
ら
わ
れ
、
仏
敵
国
敵
の
大
悪
人
、
い
そ
き
つ
れ
来
れ
と
の
婚
王
よ
り
の
文
な
り
と
、
中
に
ひ
つ
立
せ
つ
な
か
問
に
、
炎

　
　
（
マ
マ
）

魔
の
聴
に
引
す
へ
、
例
の
悪
人
先
壱
人
、
召
捕
参
侯
と
、
た
か
ら
か
に
こ
そ
よ
は
は
り
け
り
。
其
時
上
段
の
御
簾
さ
っ
と
上
り
、
炎
王
は

玉
の
椅
子
に
座
し
給
へ
は
、
見
る
目
・
か
く
鼻
一
倶
生
神
、
娑
婆
ば
か
り
か
は
め
い
ど
に
も
、
あ
は
う
ら
せ
っ
そ
ひ
か
へ
た
り
。
其
時
炎

王
大
音
上
け
、
そ
れ
く
浄
は
り
の
鏡
に
か
け
、
か
れ
が
な
し
ぬ
る
罪
科
の
軽
重
を
あ
ら
わ
せ
と
、
引
む
け
給
一
は
、
ふ
し
き
や
な
、
て

れ
ん
手
く
た
の
追
従
軽
薄
、
人
を
い
た
め
て
身
の
立
身
、
近
き
に
在
り
と
よ
ろ
こ
ん
て
、
あ
た
ま
た
・
い
て
亭
つ
く
く
、
蝶
の

（
ー
オ
）
紋
っ
く
大
男
の
、
耳
に
さ
＼
や
き
う
な
っ
き
あ
ふ
、
姿
残
ら
す
う
っ
り
け
り
。
何
と
あ
ら
そ
ふ
所
は
あ
ら
し
。
は
や
く
む
け
ん

地
こ
く
に
お
と
し
、
か
れ
か
た
く
み
の
夜
に
三
斗
、
日
に
三
斗
の
苦
し
み
を
見
す
へ
き
と
、
愈
議
一
途
に
極
り
て
、
既
に
か
ふ
よ
と
み
へ

し
時
、
有
難
や
、
い
っ
く
よ
り
か
は
御
僧
一
人
、
右
の
御
手
に
錫
杖
を
持
、
左
の
御
手
に
宝
珠
を
さ
＼
け
、
忽
然
と
来
ら
せ
給
ひ
、
や
ん

な
ん
く
、
婚
王
、
む
か
し
此
罪
人
、
其
罪
無
量
と
言
な
言
、
先
此
度
は
我
れ
に
め
ん
し
、
娑
婆
へ
帰
し
給
る
一
し
。
是
非
か
な
は
す

は
、
女
な
か
ら
か
れ
か
妻
を
人
し
ち
に
遣
す
へ
し
。
か
く
断
り
を
申
せ
は
と
て
、
荒
井
に
ひ
い
き
は
あ
ら
ね
と
も
、
我
も
国
主
の
祈
願
所

の
、
寺
領
も
っ
け
て
お
か
る
れ
は
、
君
万
歳
国
安
穏
と
ま
も
れ
る
に
、
か
く
ま
て
危
き
国
の
政
遺
、
見
て
居
る
は
づ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
存

よ
り
の
一
通
り
、
か
れ
に
申
ふ
く
め
っ
㌧
、
諸
役
人
の
者
と
も
へ
、
申
聞
せ
侯
い
な
は
、
あ
や
ま
つ
て
改
る
道
に
や
叶
ひ
申
さ
ん
と
、
妙

音
け
高
き
御
伝
言
、
有
難
か
り
け
る
次
第
也
。

　
夫
、
国
を
治
る
の
術
、
仁
と
義
と
礼
智
信
、
此
五
っ
を
曲
尺
と
し
て
（
ー
ウ
）
、
一
切
の
ま
っ
り
こ
と
、
比
か
ね
に
て
は
か
る
へ
し
。
次

に
国
主
は
其
国
の
万
民
を
撫
育
の
為
に
定
め
給
ひ
し
。
天
道
に
し
た
か
へ
は
悦
ひ
来
り
、
そ
む
け
は
災
害
い
た
る
故
に
、
安
危
心
の
内
よ

り
出
て
、
ひ
と
一
に
裏
と
表
そ
か
し
。
か
差
大
切
至
極
な
る
、
国
の
仕
置
婁
合
て
、
政
道
は
よ
そ
に
な
し
、
我
く
か
楽
に
ほ
こ
り
、

或
は
振
舞
道
具
す
き
、
勝
手
能
は
か
し
ふ
や
し
に
心
を
よ
せ
、
相
談
の
趣
も
、
末
座
わ
上
座
は
父
か
れ
は
、
上
座
は
出
頭
に
お
そ
れ
、
思

ひ
よ
り
お
も
は
れ
て
は
っ
。
是
忠
臣
と
い
ふ
へ
き
や
。
御
用
の
書
付
持
ゆ
け
は
、
気
道
の
さ
わ
り
と
見
も
や
ら
て
、
其
次
へ
も
た
せ
や



る
。
上
座
の
了
簡
す
口
ぬ
ゆ
へ
、
又
其
次
へ
「
お
く
り
や
り
、
寺
ミ
よ
り
の
奉
加
帳
、
人
の
い
や
が
る
こ
と
く
な
り
。
さ
る
に
よ
っ
て
、
御

用
つ
と
ひ
、
い
よ
く
事
が
六
ケ
敷
、
出
入
の
お
ひ
や
も
の
を
ま
ね
□
よ
せ
、
か
れ
が
愚
意
に
仕
置
を
ま
か
せ
、
も
っ
た
い
な
く
も
、
御

意
と
号
し
て
触
を
な
し
、
御
支
配
の
不
足
に
は
、
太
郎
か
た
か
了
簡
次
第
、
も
と
よ
り
下
れ
っ
卑
賎
の
な
り
上
り
、
立
身
の
種
と
よ
ろ
こ

ひ
て
、
い
ろ
く
と
し
て
見
れ
と
、
何
か
先
規
の
役
人
か
、
爪
も
た
㌧
ぬ
や
う
に
持
置
、
す
一
き
所
の
な
き
ゆ
一
に
一
2
オ
一
お
そ
れ
あ

る
か
な
先
君
の
、
定
め
お
か
せ
給
ひ
ぬ
る
、
古
法
を
破
り
新
法
を
立
る
と
い
へ
と
も
、
人
の
難
儀
は
か
り
に
て
、
大
守
の
御
為
に
何
か
な

る
。
一
年
く
御
支
配
の
、
歪
す
る
は
何
事
そ
や
。
宝
ら
さ
か
っ
て
い
る
時
は
、
又
さ
か
っ
て
出
る
の
理
、
た
と
一
は
上
御
不
如
意
な

ら
は
、
百
石
に
何
程
の
引
と
定
む
か
、
扱
は
半
知
に
な
り
と
し
も
せ
す
し
て
、
前
代
未
聞
の
引
方
に
て
、
か
り
て
暮
せ
る
者
共
は
、
末
七

割
の
返
弁
米
、
是
両
年
の
難
儀
と
な
る
。
そ
ふ
し
て
、
国
の
宝
は
□
す
を
吉
と
し
、
捨
る
を
以
凶
事
と
す
。
四
斗
を
三
斗
に
へ
ら
す
事
、

国
す
い
ひ
を
願
ふ
に
似
た
り
。
積
善
の
家
に
は
余
慶
在
り
、
積
悪
の
家
に
は
必
す
わ
さ
は
ひ
あ
る
な
れ
は
、
下
の
物
を
取
溜
て
、
御
為
な

り
と
思
わ
ん
か
、
そ
れ
は
一
倍
の
損
失
在
と
、
し
ら
ざ
る
事
の
は
か
な
さ
よ
。
上
の
御
身
を
勘
弁
有
、
諾
士
百
性
町
人
ま
て
、
難
儀
い
た

’
さ
ぬ
様
に
と
の
、
憐
慰
の
御
意
を
触
な
か
し
、
聖
賢
の
語
と
あ
り
か
た
く
、
諸
士
御
礼
に
ま
か
り
い
て
、
他
国
へ
も
流
布
せ
し
め
、
間
も

な
く
万
民
な
け
き
の
体
、
近
国
他
国
へ
も
れ
聞
へ
、
此
評
判
は
い
か
に
ぞ
や
。
俄
に
支
配
不
足
は
せ
じ
。
何
程
恵
の
御
意
あ
り
と
も
、
其

通
り
に
は
触
か
た
き
と
（
2
ウ
）
、
違
て
さ
し
留
不
申
、
是
万
民
の
笑
ひ
草
、
笑
止
千
万
苦
ミ
し
。
遠
き
お
も
ん
は
か
り
な
き
ゆ
へ
に
、
近

き
道
理
を
合
点
せ
す
、
者
か
し
ら
の
ゆ
る
し
米
、
禦
亘
下
一
三
竺
の
戻
し
米
、
急
難
願
一
は
す
て
お
か
れ
す
、
そ
ろ
り
く
と
跡

も
と
り
、
是
大
な
る
恥
な
ら
す
や
。
御
仕
置
所
の
；
日
は
、
り
ん
け
ん
の
こ
と
く
守
り
て
こ
そ
、
上
の
威
っ
よ
く
、
政
道
も
立
へ
き
に
、

思
慮
無
き
非
道
の
仕
配
ゆ
へ
、
万
民
に
さ
み
せ
ら
れ
、
国
に
は
諸
国
の
人
集
り
、
此
度
の
落
書
な
ど
も
、
故
郷
の
宮
笥
に
書
写
す
。
大
守

に
御
存
無
き
と
て
も
、
せ
め
壱
人
に
き
す
な
れ
は
、
御
悪
名
の
出
ん
事
、
な
け
き
て
も
猶
あ
ま
り
有
り
。
他
国
の
者
か
当
国
を
、
犬
山
淑

と
な
ぞ
に
□
け
、
家
老
な
ひ
と
あ
か
せ
し
は
、
に
く
い
な
か
ら
も
遭
理
な
り
。
上
方
の
銀
か
り
口
、
大
守
程
の
御
身
上
、
借
す
ま
し
き
や
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う
は
な
し
。
し
か
る
を
な
ん
そ
下
輩
の
者
□
、
鑓
若
党
の
四
ま
い
か
た
、
人
は
し
ら
じ
と
お
も
へ
と
も
、
厘
へ
や
ら
ば
し
ら
ぬ
事
、
か
し

て
世
渡
る
銀
主
と
も
、
と
く
是
を
聞
お
よ
ひ
、
だ
ま
す
手
く
た
と
い
ふ
事
を
、
か
し
こ
ひ
目
か
ら
見
て
と
り
て
、
可
成
事
も
成
就
せ
す
、

是
か
り
て
は
十
八
一
一
請
合
て
は
、
れ
き
く
の
家
老
と
も
、
さ
ん
が
ら
を
遣
し
て
も
、
お
よ
き
て
か
す
一
3
オ
一
筈
な
れ
と
、
義
を

ポ
っ
て
せ
さ
る
ゆ
へ
、
下
の
言
葉
に
の
せ
ら
れ
て
、
賄
程
が
損
ぞ
か
し
。
扱
先
代
に
当
代
を
く
ら
ぷ
れ
は
、
第
一
上
に
費
へ
な
く
、
御
部

や
く
皆
減
す
。
お
夜
詰
衆
の
夜
食
ま
て
、
我
宿
吉
叢
よ
せ
、
け
ふ
□
江
戸
の
扶
持
か
た
や
、
雑
用
銀
の
内
を
一
っ
り
、
東
西
の
手

前
抱
、
足
軽
の
切
米
ま
て
、
わ
っ
か
な
内
を
押
へ
取
、
御
使
番
、
御
小
性
番
、
こ
れ
ら
の
役
米
取
あ
け
ら
れ
、
譜
代
数
代
の
侍
も
、
死
ん

て
の
く
れ
は
上
り
知
の
、
跡
は
す
っ
き
り
半
分
に
、
な
る
も
な
ら
ぬ
も
道
理
な
り
。
所
ミ
の
役
所
の
内
迄
も
、
一
寸
の
地
も
年
貢
と
り
、

馬
ふ
ん
其
外
こ
や
L
ま
て
、
お
払
ひ
な
ら
す
と
い
ふ
事
な
く
、
御
城
内
の
道
筋
の
、
松
の
枝
ま
て
お
ろ
さ
せ
て
、
皆
入
札
に
お
ち
こ
ち

の
、
立
ち
木
も
枯
る
＼
こ
と
く
に
し
て
、
御
仕
は
い
の
不
足
合
点
ゆ
か
す
。
丑
の
年
の
洪
水
皆
無
で
な
く
、
寅
の
年
の
洪
水
も
水
入
は
な

か
り
し
か
と
、
其
外
は
八
十
分
の
出
来
を
見
立
て
立
見
を
入
、
と
り
た
る
上
に
加
免
を
か
け
、
又
其
上
の
御
所
望
米
、
か
く
百
性
を
っ
か

ら
か
し
、
今
年
は
か
り
の
と
り
切
り
か
、
来
年
の
作
は
い
か
に
そ
や
。
夫
百
性
は
、
上
壱
人
よ
り
下
万
民
の
養
ひ
親
、
故
に
（
3
ウ
）
百

性
を
訓
し
て
も
㌧
の
御
ん
た
か
ら
と
よ
ま
せ
た
り
。
常
愛
憐
ふ
か
く
し
て
、
教
を
国
に
な
す
な
ら
ば
、
ぐ
ろ
を
も
ゆ
っ
り
あ
ふ
へ
き
に
、

ち
ま
た
に
苦
し
む
諸
人
の
愁
き
、
天
是
を
崇
む
に
よ
り
、
或
は
大
風
洪
水
を
示
し
、
所
ミ
を
破
損
し
五
こ
く
実
の
ら
す
。
愚
人
は
是
を
知

ら
す
し
て
、
時
の
一
ん
と
お
も
一
共
、
見
よ
く
両
年
の
風
雨
洪
水
、
装
口
て
も
慎
享
ん
は
有
一
か
ら
す
。
か
く
ま
て
天
の
憎
み
□

る
、
下
れ
っ
不
道
の
悪
人
を
、
取
立
御
仕
置
の
相
手
に
し
て
、
不
代
武
士
の
上
座
を
さ
す
、
是
い
か
成
武
功
そ
や
。
御
家
の
武
義
は
す
た
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り
た
り
。
な
け
か
し
き
哉
、
数
代
の
相
伝
の
侍
は
、
有
か
無
か
に
こ
と
く
に
て
、
困
窮
至
極
之
身
と
お
も
へ
共
、
具
足
質
に
鑓
一
本
、
さ

ひ
を
落
す
力
な
く
、
明
日
□
奉
事
あ
ら
は
、
御
馬
の
前
の
は
た
か
武
士
、
す
も
ふ
て
果
す
外
は
な
し
、
か
く
ま
て
四
民
を
い
た
め
と
り
、

な
一
　
一
れ
ま
い
や
う
は
な
し
。
当
御
代
の
御
物
入
、
目
に
見
て
御
上
落
（
4
オ
）
、
先
御
代
に
は
両
度
ま
て
、
御
普
請
御
手
伝
、
御
諸



手
に
は
極
り
て
、
御
火
消
方
其
外
の
、
御
物
入
無
量
に
て
あ
り
し
か
と
、
四
斗
表
の
一
勺
も
、
へ
り
し
事
も
あ
ら
さ
り
し
。
畢
寛
御
不
如

意
く
と
て
、
米
銀
溜
て
御
銀
蔵
、
又
は
役
人
の
わ
け
取
か
と
、
諸
人
の
不
審
有
る
。
尤
至
極
に
お
も
一
共
、
先
御
代
に
事
替
り
、
万
事

が
お
も
く
成
故
に
、
役
所
か
ま
せ
は
役
人
ま
し
、
役
米
加
米
扶
持
□
に
大
分
の
費
有
。
太
郎
方
を
初
と
し
、
其
外
役
所
か
□
り
の
者
、
ひ

ん
成
口
は
一
人
な
し
。
小
身
の
身
体
に
て
か
し
す
□
程
の
有
様
は
、
か
れ
ら
か
屋
敷
の
其
内
へ
は
、
天
よ
り
米
や
ふ
り
下
る
、
地
よ
り
銀

や
涌
出
る
。
若
ふ
ら
す
涌
ず
ら
ん
は
、
是
何
方
よ
り
来
れ
る
そ
や
。
か
や
う
な
事
に
費
か
し
、
た
ら
ぬ
と
言
ひ
て
は
民
を
貧
り
、
其
銀
を

以
御
祈
祷
料
、
衆
生
を
憐
む
仏
ほ
さ
っ
、
正
直
の
か
う
べ
に
や
と
る
神
慮
に
は
、
嬉
し
く
と
お
ほ
さ
ん
や
。
柏
手
も
経
た
□
に
も
、
み
＼

を
ふ
さ
き
て
聞
給
わ
じ
。
夫
祈
（
4
ウ
）
祷
と
い
つ
は
、
過
を
悔
ひ
善
に
遷
て
も
つ
て
神
の
祐
を
祈
る
。
其
理
な
け
れ
は
則
い
の
ら
す
。

子
路
か
孔
子
に
祈
ん
一
　
一
ま
て
け
れ
と
、
丘
か
祷
る
事
久
し
く
と
□
給
ふ
。
道
を
道
に
お
こ
な
わ
は
、
い
の
ら
す
と
て
も
神
や
守
ら
ん

　
（
マ
マ
）

御
神
泳
、
然
る
に
寺
領
杜
領
の
内
、
壱
斗
取
上
ら
れ
悔
な
か
ら
の
光
明
墓
言
、
神
主
は
三
所
と
ば
し
の
中
臣
は
ら
い
、
是
と
申
も
俵
人
共

の
な
す
わ
さ
成
。
は
や
く
か
＼
る
悪
臣
を
、
千
里
の
外
え
追
い
し
り
そ
け
、
智
臣
を
招
き
、
改
道
正
し
く
立
な
ら
は
、
五
目
の
風
も
お
た

や
か
に
、
十
目
の
雨
も
五
こ
く
を
う
る
を
し
、
万
物
実
の
り
て
民
安
く
、
君
万
歳
の
代
な
る
べ
し
、
故
；
冒
残
し
な
は
、
太
ら
方
へ
は
太

郎
坊
、
次
ら
方
え
は
次
郎
坊
を
遣
し
て
、
一
ミ
引
さ
き
す
つ
へ
き
な
り
。

へ
地
獄
め
く
り
△
い
で
く
汝
に
地
こ
く
の
体
相
見
す
一
き
そ
。
こ
な
た
一
来
り
侯
一
と
、
先
に
立
せ
給
い
一
5
オ
一
で
、
御
錫
杖

を
が
ら
く
と
、
ふ
ら
せ
給
え
は
ふ
し
き
や
な
、
言
三
拾
六
ぢ
こ
く
忽
に
顕
れ
て
、
其
な
す
罪
の
晶
ミ
の
、
か
し
や
く
の
程
こ
そ
お
そ
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ろ
し
き
。
先
こ
な
た
の
地
こ
く
こ
そ
、
婆
波
ま
て
仕
置
わ
る
智
恵
付
て
、
毎
年
下
を
し
め
た
ぐ
り
、
己
か
勝
手
は
腹
ふ
く
れ
、
諸
人
の
咽

を
し
め
た
る
報
い
、
首
は
糸
筋
腹
は
ま
り
、
食
物
前
に
有
な
か
ら
、
く
わ
ん
と
す
れ
は
ほ
の
ほ
と
な
る
。
な
み
た
の
雨
の
滝
な
れ
と
も
、

永
劫
比
火
は
消
や
ら
す
。
是
か
き
道
の
く
る
し
み
成
り
。
其
次
は
新
留
地
こ
ノ
＼
お
の
れ
が
知
恵
有
顔
に
、
か
㌧
る
役
所
を
持
て
、
代
官

に
自
由
を
さ
せ
ぬ
ち
ま
ん
顔
、
そ
れ
か
と
見
れ
は
手
代
共
と
う
な
つ
き
合
、
現
米
請
に
能
事
し
、
裏
判
取
に
遣
わ
せ
は
、
四
日
五
目
に
持

　
　
夢
中
地
獄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
下
房
俊
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

あ
か
す
、
人
力
を
っ
い
や
さ
せ
、
諸
人
に
難
義
を
か
け
た
る
罪
の
、
頭
は
人
胴
は
馬
、
牛
起
し
た
る
報
そ
か
し
（
5
ウ
）
。
是
は
又
て
れ

ん
の
地
こ
く
・
偽
り
て
か
た
め
し
・
追
従
軽
薄
か
た
ま
り
て
、
首
た
け
は
ま
る
く
れ
ん
の
氷
、
あ
っ
き
御
恩
の
受
た
る
は
、
皆
あ
れ
ぺ

と
そ
し
め
さ
る
＼
。
こ
な
た
の
か
た
は
、
ほ
の
ほ
の
中
に
罪
人
の
さ
け
ふ
声
、
是
こ
そ
は
上
の
物
を
か
す
め
取
り
、
下
の
ま
い
な
い
し
こ

た
め
て
、
あ
た
㌧
か
な
勝
手
と
な
る
諾
役
人
の
入
地
こ
く
、
大
せ
う
ね
っ
□
名
付
た
り
。
さ
れ
と
も
科
の
軽
重
は
有
て
、
罪
の
軽
き
は
ひ

や
う
た
ん
地
こ
く
、
お
も
き
も
の
は
石
う
す
地
こ
く
、
う
か
む
し
っ
む
は
あ
る
な
れ
と
、
落
ち
ぬ
と
い
ふ
は
ひ
と
り
も
な
し
。
拠
又
こ
㌧

に
く
れ
な
い
の
ふ
か
き
池
水
は
、
是
此
度
い
と
珍
敷
引
方
に
、
は
ち
び
く
に
ま
て
な
く
涙
、
流
れ
来
り
て
血
の
池
は
、
汝
等
か
住
所
、
皆

待
書
つ
け
の
地
こ
く
ぞ
か
し
。
こ
ち
ら
の
か
た
は
さ
い
の
河
原
、
五
っ
や
六
っ
や
、
十
よ
り
内
の
お
さ
な
子
か
、
此
度
は
や
り
晋
、
っ
れ

ふ
し
に
こ
そ
警
け
り
。
ゑ
ひ
く
く
、
今
度
御
支
配
不
足
に
付
て
、
是
を
と
り
成
す
く
め
ん
を
せ
よ
と
、
仰
か
ふ
む
り
こ
り
や
身
の

た
め
と
、
ゑ
み
を
ふ
く
み
て
五
人
の
（
6
オ
）
男
、
是
そ
一
代
ふ
ん
へ
っ
袋
、
秋
の
こ
ろ
よ
り
口
ひ
る
わ
か
す
、
っ
ひ
に
仕
組
し
三
色
の

晶
を
、
圃
に
極
て
言
上
せ
ん
と
、
尋
と
る
融
長
す
か
出
れ
は
、
二
度
目
と
る
の
も
又
其
文
□
、
是
は
目
あ
ら
い
こ
ち
ま
か
し
や
れ
と
、
い
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が
り
ま
た
に
て
米
田
か
出
て
、
三
度
い
た
＼
き
振
出
す
筒
の
、
竹
の
内
か
ら
半
す
か
か
出
て
、
是
て
あ
る
事
三
斗
表
と
極
め
ふ
れ
て
、
諸

人
の
な
み
た
さ
。
そ
れ
に
っ
＼
き
て
か
さ
ず
の
地
こ
く
、
ひ
ん
は
っ
ら
し
や
鑓
立
て
も
、
ゆ
か
ね
は
な
ら
ぬ
御
か
し
か
た
。
ま
し
て
や
は

□
ん
小
身
は
、
愛
そ
命
と
つ
と
ひ
よ
り
、
頼
む
心
も
深
草
の
、
少
将
も
ど
き
□
か
よ
へ
と
も
、
奉
行
の
内
に
も
鬼
の
顔
、
未
出
米
が
ご
さ

ら
ぬ
と
、
か
一
す
言
葉
も
あ
ら
ざ
れ
は
、
す
ご
く
と
し
て
立
帰
る
。
其
跡
吉
も
ま
□
壱
人
、
御
前
一
出
る
書
ひ
を
な
し
、
す
へ
り

よ
り
て
両
手
つ
き
、
何
と
そ
頼
上
ま
す
と
、
小
声
な
し
て
い
㌧
か
＼
れ
は
、
唯
今
申
通
り
じ
や
と
、
其
方
を
見
む
き
も
せ
す
、
反
古
し
ら

へ
て
に
こ
と
も
せ
す
、
貧
者
で
立
た
御
役
所
の
、
下
役
人
の
者
ま
て
も
、
貸
程
其
身
に
徳
っ
く
に
（
6
ウ
）
、
ひ
ん
と
し
た
り
し
あ
い
さ
っ

か
な
。
此
こ
そ
か
げ
ん
所
ぞ
と
、
い
そ
き
宿
に
立
帰
り
、
雁
一
羽
に
か
た
名
字
、
頼
上
□
て
っ
か
わ
せ
は
、
早
遠
き
㌧
目
み
へ
て
来
て
、

明
日
借
状
認
め
て
、
役
所
一
御
出
と
書
ξ
む
。
夫
の
み
な
ら
す
利
安
取
出
し
高
利
に
か
し
、
添
書
す
れ
は
、
は
や
歩
叢
、
少
し
く



と
お
も
一
と
も
、
ち
り
か
つ
も
り
て
つ
る
き
の
山
、
の
ほ
れ
く
と
追
立
□
は
、
冷
し
か
り
け
る
次
第
な
り
。

　
愛
に
又
、
ま
な
こ
つ
き
大
き
に
し
て
、
も
つ
た
い
ら
し
き
ゆ
ふ
れ
ひ
の
、
其
身
は
ち
し
ほ
の
あ
け
に
そ
み
、
太
刀
さ
か
さ
ま
に
杖
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

き
、
よ
ろ
ほ
ひ
来
り
、
我
は
是
、
棚
橋
の
も
ろ
く
も
落
し
め
い
と
の
姿
、
娑
婆
に
有
し
其
時
は
、
上
の
覚
の
よ
き
ま
＼
に
、
御
感
光
を
か

さ
に
き
て
、
諸
侍
を
虫
共
存
せ
す
、
途
中
の
一
　
　
一
ひ
た
い
て
あ
し
ら
い
、
道
た
て
い
ふ
も
の
気
に
不
入
、
差
紙
に
て
役
儀
を
放
し
、

只
は
い
か
＼
む
者
あ
れ
は
、
ま
い
な
ひ
に
か
た
む
き
て
、
善
人
を
す
て
悪
人
を
ま
ね
き
、
民
の
い
た
み
を
か
へ
り
見
す
、
御
前
を
へ
す
し

て
我
か
ま
＼
の
ふ
る
ま
ひ
、
す
と
ん
と
忠
義
を
忘
却
し
、
神
明
仏
佗
の
に
く
（
7
オ
）
み
を
ゑ
て
、
身
は
積
悪
の
□
の
下
に
、
死
を
一
　
一

て
、
昼
夜
六
時
の
し
ゆ
ら
の
せ
め
、
今
先
非
を
悔
れ
と
も
、
か
い
も
涙
の
一
　
一
そ
か
し
。
今
御
仕
置
の
わ
ろ
達
の
、
愛
の
取
さ
た
よ
ろ

し
言
す
。
ね
て
ゐ
て
国
の
政
道
は
、
な
ら
ぬ
物
と
は
今
そ
し
る
。
是
非
く
智
恵
に
不
及
は
、
御
願
申
て
退
一
し
。
是
君
の
為
国
の
為
、

以
て
は
其
身
の
為
そ
か
し
。
万
民
を
く
る
し
め
て
、
上
の
御
為
と
お
も
ふ
事
、
三
五
の
十
八
算
盤
の
、
つ
ふ
さ
に
伝
へ
給
ふ
へ
し
。
言
お

く
り
た
き
事
共
は
、
其
数
か
き
り
あ
ら
ね
と
も
、
一
あ
れ
く
し
ゆ
ら
の
太
鼓
の
音
、
も
は
や
帰
る
と
い
ふ
は
山
、
雲
に
か
く
ミ
月
な

□
、
姿
は
消
て
失
に
け
り
。
跡
に
っ
＼
い
て
誰
そ
と
も
、
白
装
東
に
ひ
た
い
紙
、
あ
ゆ
む
足
本
な
よ
竹
の
、
杖
に
す
か
り
て
来
り
っ
＼
、

あ
＼
ら
ゑ
ん
ふ
恋
し
や
、
是
こ
そ
神
野
才
右
衛
門
か
め
い
と
の
姿
。
お
ぬ
し
ら
と
同
然
に
、
元
あ
一
　
一
の
身
な
れ
と
も
、
我
か
智
恵
に

て
と
ろ
い
仕
置
衆
た
ま
し
っ
け
、
取
程
に
く
六
百
石
に
御
用
人
ま
て
一
上
り
て
、
国
中
に
か
た
を
奮
ふ
る
者
皇
　
一
。
こ
れ
よ
り

元
の
身
を
わ
す
れ
、
上
方
の
銀
か
り
に
も
、
兵
庫
明
石
の
一
7
ウ
一
浦
は
ま
て
、
迎
の
舟
奮
さ
せ
て
、
や
ら
ん
く
て
大
坂
一
、
つ
く

と
ひ
と
し
く
お
出
入
の
町
人
も
、
あ
た
ま
て
庭
を
は
か
せ
つ
＼
、
御
か
り
銀
も
打
わ
す
れ
、
毎
日
毎
夜
の
遊
興
に
、
百
貫
目
借
る
銀
の
、

五
十
貫
目
は
つ
か
ひ
す
て
、
よ
ひ
わ
く
と
お
も
ふ
間
に
、
万
ミ
の
悪
事
の
晶
跡
か
ら
は
け
て
主
　
一
我
身
に
か
差
雨
や
さ
め
、
な

く
に
其
か
い
な
か
り
け
り
。
お
仕
置
か
た
の
懇
意
と
て
、
か
な
ら
す
油
断
有
へ
か
ら
す
。
皆
一
心
の
黒
小
袖
、
破
れ
立
て
は
□
も
な
く
、

馬
淵
登
が
今
に
又
、
相
伴
地
こ
く
に
入
ぞ
か
し
。
此
□
能
ミ
今
時
の
、
御
用
人
中
其
外
の
、
役
人
中
へ
も
伝
へ
て
た
へ
と
、
言
ひ
も
は
て
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ぬ
に
、
悪
鬼
火
車
を
引
来
り
、
罪
お
そ
し
と
打
の
せ
て
、
行
か
た
し
ら
す
な
り
に
け
り
。
時
に
む
か
ふ
の
死
手
の
山
、
ゑ
い
く
こ
ゑ
の

は
や
お
ひ
か
ご
、
中
を
飛
し
て
か
き
来
る
。
近
っ
く
ま
㌧
に
よ
く
見
れ
は
、
一
　
一
徳
左
衛
門
ま
が
い
な
し
。
平
蔵
か
ご
を
し
ば
し
と
㌧

め
、
扱
一
　
　
一
弥
口
無
病
に
見
え
し
人
の
頓
死
に
て
果
ら
れ
し
か
、
又
は
此
口
山
な
腹
の
毒
に
あ
た
ら
れ
し
か
、
い
ふ
か
し
さ
よ
と
い

淳
れ
は
一
徳
左
衛
門
か
ふ
り
ふ
り
一
8
オ
一
、
い
や
く
左
様
の
わ
け
な
ら
す
。
御
国
の
仕
置
よ
ろ
口
か
た
一
亘
　
　
面
存

あ
ら
ぬ
か
・
　
殿
様
の
御
悪
名
の
出
ん
事
、
な
け
き
て
も
猶
余
り
有
り
。
小
身
者
は
お
も
ふ
に
か
い
な
し
。
歴
ミ
の
御
家
老
有
な
が
ら
、
御

仕
置
が
た
へ
異
見
あ
り
、
承
引
な
く
は
直
訴
を
以
て
、
江
戸
へ
も
言
上
あ
る
へ
き
を
、
へ
つ
ら
い
に
忠
義
を
か
へ
、
狂
寄
落
書
か
き
写
し
、

か
け
に
て
は
さ
と
す
二
言
い
さ
む
る
口
も
な
く
、
し
ら
る
＼
通
り
わ
れ
事
は
、
下
輩
至
極
口
者
也
し
を
、
士
列
ま
て
御
取
立
、
両
院
様
の

御
厚
恩
、
蒼
海
よ
り
も
猶
ふ
か
し
。
せ
め
て
死
を
と
け
め
い
と
に
ゆ
き
、
亡
君
の
尊
霊
へ
、
一
　
一
せ
ん
と
そ
ん
し
立
、
自
害
し
て
相
果

ぬ
・
刃
に
か
㌧
り
し
此
身
な
れ
は
、
し
ゆ
ら
道
へ
も
行
へ
き
を
、
主
に
忠
あ
る
心
さ
し
、
諸
仏
ほ
さ
っ
も
御
か
ん
あ
り
、
六
道
の
辻
へ
む

か
ひ
の
駕
を
さ
し
出
さ
れ
、
牛
頭
馬
頭
に
口
を
は
ら
わ
せ
、
三
途
川
に
は
舟
は
し
か
㌧
り
、
無
間
町
の
合
よ
り
、
立
砂
ま
き
て
立
ほ
う

き
・
天
水
桶
に
至
る
ま
て
、
御
ち
さ
う
残
る
か
た
口
く
、
路
銀
の
六
一
　
　
一
も
、
わ
か
物
と
て
っ
か
は
は
こ
そ
、
任
を
お
は
っ
て
（
8

ウ
）
と
そ
つ
天
に
生
を
う
ぺ
。
う
た
か
は
し
く
は
是
見
よ
と
、
立
あ
が
る
と
見
へ
け
る
が
、
か
ご
は
忽
蓮
花
と
な
り
、
大
勢
見
へ
し
か
ご

の
者
、
廿
五
の
ほ
一
　
一
と
あ
ら
わ
れ
、
紫
雲
に
の
り
の
花
ふ
り
て
、
舞
楽
の
音
こ
そ
た
へ
な
れ
や
。

　
其
時
御
僧
の
た
も
ふ
や
う
、
此
体
相
を
よ
く
み
よ
や
、
地
こ
く
一
　
一
極
楽
も
、
ま
っ
た
く
外
よ
り
来
る
に
あ
ら
す
。
皆
一
心
の
邪
正

に
よ
る
。
只
本
心
を
あ
き
ら
む
へ
し
。
さ
れ
は
寄
に
も
、

　
　
あ
わ
れ
な
り
た
と
へ
は
お
も
ふ
あ
ら
ま
し
を

　
　
　
か
な
へ
た
り
と
も
い
く
程
の
世
そ

い
ふ
へ
き
事
も
こ
れ
ま
て
そ
。
我
を
た
れ
と
か
お
も
ふ
そ
や
。
汝
か
一
－
］
山
に
す
む
神
霊
な
り
と
の
給
ふ
こ
ゑ
に
、
あ
り
つ
る
地
こ



く
も
御
僧
も
き
へ
て
、
枕
の
夢
の
さ
め
て
座
敷
に
う
め
く
こ
ゑ
、
一
家
お
口
ろ
き
か
け
付
て
、
こ
は
そ
も
い
か
に
と
立
さ
は
け
は
、
平

□
き
よ
ろ
く
顔
、
そ
れ
そ
こ
に
鬼
か
居
る
。
愛
に
も
鬼
か
し
こ
に
□
と
、
身
を
ち
古
お
そ
る
れ
は
、
悪
鬼
の
見
入
に
極
り
し

と
、
親
父
一
　
　
　
　
　
一
（
9
オ
）
、
俄
に
豆
を
い
ら
せ
つ
＼
、
家
内
よ
り
門
外
ま
て
、
一
　
　
　
　
　
　
　
一
ま
わ
れ
は
、
ふ
し
き
成

か
な
平
蔵
か
、
ま
な
こ
に
ち
か
づ
く
鬼
一
一
、
や
う
く
と
本
心
つ
き
、
大
あ
せ
ぬ
く
ひ
た
め
い
き
つ
き
、
不
蒙
た
る
夢
物
語
、
親

父
お
と
ろ
き
よ
こ
手
う
ち
、
実
や
誠
に
も
ろ
こ
し
の
、
一
　
一
慮
生
が
夢
の
内
、
我
朝
に
て
は
笙
の
岩
屋
の
日
蔵
こ
そ
、
い
き
な
か
ら
地

こ
く
へ
ゆ
き
、
延
喜
帝
に
逢
ぬ
る
を
、
末
世
の
ふ
し
き
□
伝
へ
し
に
、
お
ぬ
し
は
半
時
に
た
ら
ぬ
夢
。
お
そ
る
へ
し
く
、
命
か
有
て
立

身
そ
や
。
し
か
し
な
か
ら
お
ぬ
し
か
名
、
名
字
鬼
共
か
よ
く
し
□
、
又
も
や
た
つ
ね
来
る
へ
し
。
今
日
よ
り
名
を
も
か
へ
よ
と
て
、
書
て

見
る
名
も
ひ
い
ふ
う
み
、
よ
っ
い
っ
六
っ
七
っ
八
木
、
三
斗
兵
衛
と
改
号
し
、
其
名
は
四
方
に
そ
さ
た
し
け
り
（
9
ウ
）
。

　
本
稿
に
記
す
と
こ
ろ
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
一
般
研
究
D
）
に
よ
る
調
査
の
一
部
で
あ
る
。
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